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　競技会参加資格

●大会申込書記載の誓約書に同意した選手（チーム）のみ参加資格が認められる。  

●大会申込書記載の誓約書に対しての異議申し立ては一切認められない事とする。 

　・競技とは、大きく分け選手権と各種大会（部門）に分けられる。  

　・公式シリーズ選手権はJFA会員以外の参加は認められない。但し、JFAが認めた招待選手はその限りではない。 

　・公式選手権はオーナー（家族会員含む）以外との参加は認められない。 

　・公式選手権はJFA登録犬以外での参加は認められない。 

　・各種大会はJFA会員以外の参加も認められる。又、JFA会員に於いては登録犬以外の自己所有犬でも認められる

が、ジャパンファイナル対象種目は、登録犬のみとする。

　・ジャパンファイナル対象種目とは、公式シリーズ選手権・公式オープン選手権・公式トーナメント選手権・公式

クイーンズ選手権・公式レディース選手権・公式レディーストーナメント選手権・公式小型選手権・公式フリー

フライト選手権・ユースオープン大会・シニアドッグ大会・ペア大会・こども大会とする。 

　・ジャパンファイナルに於いては会員以外の参加は認められない。 

●競技会開催日時点での月齢が、公式種目およびユースオープン大会では“満10ヶ月”、それ以外の種目では“満６ヶ月”

に達していない犬の参加はできないものとする｡（2009年4月1日以降開催の競技会を対象とする）

●全ての競技に於いて「狂犬病・各種予防ワクチン接種済み」以外の犬の参加は認められない。 

●あきらかに動物虐待と見られる行為を行っているオーナーの参加は認められない。又、一般良識人として、愛犬家

のモラルとマナーを守れない選手の参加は認められない。 

●ジャパンファイナルなど特例を除き、発情犬の参加は認められない。また、発情犬を競技会会場に同伴する場合は､

車中にて管理のこと。発情期間終了の目安は、出血を認めてから３週間以上経過とする。 

●運営・競技・見学者に対し著しく迷惑をかける人や犬の参加は認めない。

●車の運転をする参加者の競技会中の飲酒は禁止する｡（付き添いとしてコート内に入る人や、子供大会参加者の同伴

者を含む） 

●競技会場に於ける全ての迷惑勧誘行為やスポーツに適しない過度な飲酒行為に対し主催者判断にて見学者も含み退

場処分を行う。

●参加受付確認時間内に本人の確認が取れない場合は棄権とみなす。

●公式競技において、ゲーム終了後、著しく競技犬の捕獲が困難となり、ゲームの進行を妨げた場合、以降の参加を

リード装着可能のカテゴリーとし、再教育をした後に公式戦の参加を認めるものとする。

　ディスタンス競技の基本ルール

●選手は１枚のフリスビーディスクで全て競技（レトリーブ大会、トライアルボールドッグを除く）を行なう。ただ

し､小型犬などは、JFA公認「ドッグディスクＭサイズ」を使用することもできる｡

●競技中のディスク交換は、予備ディスクがあらかじめスローイングエリア内の指定場所に入れてある場合に限り、

破損したディスクと入れ替えに交換することができる。

●交換用の「競技用フリスビー」が必要な場合は、有償で購入する。 

●競技使用の“ディスクの表面”へ、マジックインク等でのマーキング（サイン）等は禁止する。 

●入退場の際、特別な指示がない限り、コートへの入場は本部設置側入口から入り、競技終了後の退場は反対側（ラ

インズマンがいる方向）から出て、入退場は一方通行とする。 

●入退場の際、選手又は犬が故意にフェンス又はフラッグをまたいではならない。

●コートにおける指定競技練習時間では、使用する練習ディスクは7枚までとし、１人２セット（14投）までとする。

●コート開放時間に練習する場合においても、使用する練習ディスクは7枚までとし、１人１セットを７投として行う。

ただし、セット数は規制しない。 

●選手と犬は、スタートの際はスタートラインの後方（スタートラインを踏まない位置でのスローイングエリア内）

で、且つスローイングライン9ｍコーン間のスローイングエリア内に入らなければならない。選手は、このエリアか

らスローイングを行わなければならない。 

●競技の開始は、ＭＣの合図で行われる。ＭＣが準備完了と判断した後は、選手の間合いでの開始とはならない。選

手は、入退場・スタート準備は迅速に行うものとする。 

●スタートの際、レディーゴーの合図より先に犬が出てしまうと、ドッグファールとなり、そのスローは無効となる｡

●全ての競技において、犬がスタートライン９ｍエリア内にフリスビーと犬の4本足が入った段階でポイント獲得とす

る。ただし、シニアドッグ大会においては、7.5mラインでポイント確定、レトリーブ大会では、スタートライン上

の9ｍコーン外でもポイント確定となる。

●２投目以降、ポイントの有無にかかわらず、犬がスタートライン上9ｍコーン間（レトリーブ大会はコーン外も可）

を越えてスローイングエリア内に戻らなければ、次投のスローイングは無効となる。
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●9ｍコーン間外よりスローイングエリア内へ戻った場合は、どの位置からでもかまわないので一度犬の４本足全てがイン

フィールドへ入るように誘導し、再び9ｍコーン間よりスローイングエリア内へ戻し直してから次投を行う。但し、例外とし

て場外に出たフリスビーを犬が持ち帰るなど、入退場口を通る、もしくはスローイングエリア後方（エンド）よりスローイン

グエリアに戻った場合のみ、９ｍコーン間への戻し直しの必要なく、そのまま次投有効とする。

●タイムアウト後（最終キャッチ後）、犬は速やかにスタートラインまで戻らなければならないが、この際ポイント獲

得エリア内に入るまでに、スタートライン方向以外への明らかな進行行為があった場合、最終キャッチは無効とな

る。（場外へ出た場合は、その時点で無効となる）

●タイム終了合図の前に手から離れたフリスビーは有効である。タイム終了とは、タイマーブザー音の鳴り始めであ

り、鳴り始めの判断はジャッジが判断する。

　採点方法と採点基準

●ライン上、ライン際でのキャッチや、着地と同時のキャッチ等、疑わしいキャッチ状態は、全てスタートラインに

近いエリア得点となる。  

●ディスタンス競技におけるキャッチとは、ある程度のフリスビーディスク保持の時間を持ってキャッチとみなす。 

●あきらかにジャンプをしていて空中にてキャッチを行ったと認められた場合のみジャンピングキャッチとみなす。

（高さだけが判断基準ではなく、幅なども含む）

●キャッチ後､地面につけて咥え直し等､ある程度の保持なく地面に付いた際､口からディスクが離れた場合はキャッチ

とみなされない。

●小型犬（コーギーなど）や大型犬（シェパードなど）のジャンプに対して、犬の体形などから危険防止の為、判断

基準が異なる場合もある。 

●犬がスタートライン方向に戻りながらジャンプを行ってキャッチをした場合は、戻りジャンプとし採点はランニン

グキャッチ扱いとなる。

　天候悪条件における特別措置について

●公式シリーズ選手権および公式クイーンズ選手権において、第２ラウンド進出チーム数が決勝ラウンド進出チーム

数に満たなかった場合。 

　・規定の得点をクリアしたチーム

　　決勝進出確定となり、２ラウンド目を行い、その合計ポイントで決勝ラウンドへ進出。 

　・規定の得点をクリアできなかったチーム

　　全チームにて第２ラウンドを行い、決勝進出残りの枠とファイナルポイント獲得得点枠を争う。但し、第２ラウ

ンド終了後にファイナルポイント獲得枠を逃したチームは、規定の第２ラウンド進出ファイナルポイント0.5ポイ

ントは取得できない。なお､２ラウンド合計ポイントが０ポイントはファイナルポイント獲得はできない。また、

決勝進出残り枠を獲得したチームは、1,2ラウンド獲得合計得点を持って決勝ラウンドへ進出。 

　・決勝ラウンド

　　決勝ラウンドは､規定チーム数にて通常の決勝を行う。上位進出チームは､第１ラウンドでの規定得点クリアチー

ム。次にクリアできなかったチームの中の第１、第２ラウンド合計ポイント上位チームとなる。決勝ラウンドの

結果、順位決定は、決勝進出チーム全てのチームに優勝獲得の権利が与えられる。 

●公式シリーズ選手権および公式クイーンズ選手権において、第２ラウンド進出チーム数が決勝ラウンド出場チーム

数を満たす場合。 

　・規定の得点をクリアしたチーム

　　第２ラウンドにて決勝進出、並びに上位ポイント獲得を争う。 

 　・規定の得点をクリアできなかったチーム

　　全チームにて第２ラウンドを行い、ファイナルポイント獲得枠を争う。

　　但し、第２ラウンド終了後にファイナルポイント獲得枠を逃したチームは、規定の第２ラウンド進出ファイナル

ポイント0.5ポイントは取得できない。

　　また、第２ラウンド終了時点での獲得得点合計が、第１ラウンドにて規定の得点をクリアし、第２ラウンドへ進

出したチームよりも上位となった場合でも、決勝進出の権利は発生しない。 

●公式オープン選手権､公式レディース選手権､公式小型選手権においては､２ラウンド終了時点で合計ポイントが０ポ

イントチーム以外で決勝進出枠を決定する｡（決勝進出チーム数に満たない場合もある）

　０ポイントチームを除いた残りのチームが、ファイナルポイント発生チーム数に満たなかった場合は、完全２ラウ

ンド制の為、0.5ポイントのみの獲得となる。
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● 開催競技 
　・公式シリーズ選手権
　・公式オープン選手権
　・公式クイーンズ選手権
　・公式レディース選手権
　・公式小型選手権
　・公式トーナメント選手権
　・公式レディーストーナメント選手権
 

● ポイントエリア 

 

● 競技ルール
●スローイング方向は第１ラウンドと第２ラウンドは逆方向から行う｡尚､

第１ラウンドのスローイング方向並びに決勝ラウンドのスローイング方

向はコイントスにより決定する。  

●スタート第１投目は必ずスタートライン９ｍコーン間内より犬が出て行

かなければならないが、犬の癖などの問題で９ｍコーン間内でのスター

トが困難な場合、偽投とし15ｍ以上投げる事により、２投目からは有効

得点とみなされる。この場合、２投目は９ｍコーン間外から出てもかま

わない。  

●犬があきらかに15ｍラインを超える前にフリスビーを投げなければドッ

グファールとみなされ得点対象とはならない｡

●キャッチ後犬がフリスビーを咥えスタートライン上９ｍコーン間を越えてスローイングエリアに戻った段階､もしく

は、手前でフリスビーを犬が落とした場合（注1）に、スローイングエリア内に投げ手の手が触れることなく入り、尚且

つ犬もスローイングエリアに４本足が全て戻ってきた段階（注2）でポイント確定となる。

●ノーキャッチの場合、又は、場外へ出たフリスビーは触っても良い。  

●２投目以降、スロー前に必ず、犬がスタートライン９ｍコーン間内よりスローイングエリアに入らなければならず､

そのまま次投した場合、そのスローは無効となる。ただし、スロー前であれば、犬を９ｍコーン間内よりスローイ

ングエリア内に戻してからスローすれば有効、また、９ｍコーン間外よりスローイングエリア内に入った場合は、

スローイングエリアに入った地点から一旦外に出て、再び９ｍコーン間よりスローイングエリア内に戻してからの

スローは有効となる｡ 

●キャッチ後、ポイント確定前にフリスビーに触れる事はファールとみなされ得点とはならない。 

●競技には、使用フリスビー（交換用含む）以外、犬を呼び寄せるモノ（フード類・玩具類など）を持ち込んではな

らない。（犬笛は指笛・口笛とみなし可）また、競技中のリードの使用は禁止する。  

●コート内に入れるのは、選手と競技犬のみとする。

スタート～15ｍ未満

15.0ｍ～22.5ｍ未満

22.5ｍ～30.0ｍ未満

30.0ｍ～37.5ｍ未満

37.5ｍ～45.0ｍ未満

45.0ｍ～52.5ｍ未満

52.5ｍ以上 

０ ポイント

１／２ ポイント

３／４ ポイント

５／６ ポイント

７／８ ポイント

９／10 ポイント

０ポイント（場外）

奇数得点は通常（ランニング）キャッチでの得点を表すが、ジャンピングキャッ
チを行った場合は、それぞれのエリア毎に１得点が加算され偶数得点とする。
すなわち３得点エリアでのジャンピングキャッチは４得点。最長エリアでのジャ
ンピングキャッチは10得点となる。

注１）フリスビーがスローイングエリア内に転がって入る、ライン上又は手前で犬が停止しフリスビーのみをスローイングエ
　　　リア内に落とす、など。 
注２）フリスビーがスローイングエリア内に戻っている場合でも、スローイングエリア内に犬の４本足が全て入り戻る前に、
　　　投げ手がフリスビーに触れるとファールとなり、そのスローは無効となる。

20.0m20.0m20.0m

9.0m9.0m9.0m

5.0m5.0m5.0m

5.0m5.0m5.0m

52.5m52.5m

45.0m45.0m

37.5m37.5m

30.0m30.0m

22.5m22.5m

15.0m15.0m

7.5m7.5m

0m0m

52.5m

45.0m

37.5m

30.0m

22.5m

15.0m

7.5m

0m
スローイング

エリア

Zone5
（9-10Points）

Zone4
（7-8Points）

Zone3
（5-6Points）

Zone2
（3-4Points）

Zone1
（1-2Points）

0 Point

ＪＦＡ公式コート使用競技

ディスタンス競技ルール
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●公式シリーズ選手権は、競技時間60秒。予選２ラウンド、決勝１ラウンド（７チーム）にて行う。 

●予選第1ラウンド９ポイント以上獲得で第2ラウンド進出とする。なお、第１ラウンド９ポイントに満たないチーム

も第２ラウンドを「トライ・ザ・ゲーム（参考記録）」として競技を行う。ただし、ファイナルポイントを付与し

ない。

●決勝ラウンドは予選２ラウンドの合計獲得得点上位7チームにより行われるが、決勝進出最下位ポイント（いわゆる

決勝ボーダーライン）重複の場合は全てのチームが決勝進出とする。 

●｢同一オーナー・同一犬」による決勝進出を可能とする。ただし、決勝ラウンドでの出場順については考慮せず、予

選ラウンド合計の低いチームからとする｡（あらかじめ了解できるチームのみが出場し、了解できないチームには、

決勝出場チームの最下位の順位・ファイナルポイントにて終了とする。） 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●公式オープン選手権は、競技時間60秒。予選２ラウンド制。決勝１ラウンド（５チーム）にて行う。 

●決勝ラウンドは予選2ラウンドの合計獲得得点上位５チームにより行われるが、決勝進出最下位ポイント（いわゆる

決勝ボーダーライン）重複の場合は全てのチームが決勝進出とする。 

●｢同一オーナー・同一犬」による決勝進出を可能とする。ただし、決勝ラウンドでの出場順については考慮せず、予

選ラウンド合計の低いチームからとする｡（あらかじめ了解できるチームのみが出場し、了解できないチームには、

決勝出場チームの最下位の順位・ファイナルポイントにて終了とする。） 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●公式クイーンズ選手権は、競技時間60秒。予選２ラウンド制。決勝１ラウンド（７チーム）にて行う。 

●事前参加申込15チームにて成立とし、満たない場合は『公式レディース選手権』として開催する。

●予選第1ラウンド５ポイント以上獲得で第2ラウンド進出とする。なお、第１ラウンド５ポイントに満たないチーム

も第２ラウンドを「トライ・ザ・ゲーム（参考記録）」として競技を行う。ただし、ファイナルポイントを付与し

ない。

●決勝ラウンドは予選２ラウンドの合計獲得得点上位7チームにより行われるが、決勝進出最下位ポイント（いわゆる

決勝ボーダーライン）重複の場合は全てのチームが決勝進出とする。 

●｢同一オーナー・同一犬」による決勝進出を可能とする。ただし、決勝ラウンドでの出場順については考慮せず、予

選ラウンド合計の低いチームからとする｡（あらかじめ了解できるチームのみが出場し、了解できないチームには、

決勝出場チームの最下位の順位・ファイナルポイントにて終了とする。） 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●公式レディース選手権は、競技時間60秒。予選２ラウンド制。決勝１ラウンド（５チーム）にて行う。なお、エン

トリー数が９チーム以下の場合は、決勝進出は３チームとする。  

●決勝ラウンドは予選２ラウンドの合計獲得得点上位５チームにより行われるが、決勝進出最下位ポイント（いわゆ

る決勝ボーダーライン）重複の場合は全てのチームが決勝進出とする。 

●｢同一オーナー・同一犬」による決勝進出を可能とする。ただし、決勝ラウンドでの出場順については考慮せず、予

選ラウンド合計の低いチームからとする｡（あらかじめ了解できるチームのみが出場し、了解できないチームには、

決勝出場チームの最下位の順位・ファイナルポイントにて終了とする。） 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●公式小型選手権は、競技時間60秒。予選２ラウンド制。決勝１ラウンド（５チーム）にて行う。なお、エントリー

数が９チーム以下の場合は、決勝進出は３チームとする。 

●決勝ラウンドは予選２ラウンドの合計獲得得点上位５チームにより行われるが、決勝進出最下位ポイント（いわゆ

る決勝ボーダーライン）重複の場合は全てのチームが決勝進出とする。 

●｢同一オーナー・同一犬」による決勝進出を可能とする。ただし、決勝ラウンドでの出場順については考慮せず、予

選ラウンド合計の低いチームからとする｡（あらかじめ了解できるチームのみが出場し、了解できないチームには、

決勝出場チームの最下位の順位・ファイナルポイントにて終了とする。） 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●公式トーナメント選手権／公式レディーストナメント選手権は、競技時間60秒。トーナメント方式の勝ち抜き戦で

行うが、１回戦は総参加者数により対戦チーム数が異なる。 

●決勝戦は参加者数により２チーム対戦の場合､３チーム対戦の場合で行われる事がある。同一オーナー・同一犬でも

決勝３チーム対戦の場合のみ２頭までは出場可能とする。(準決勝の得点が高い２チームが決勝進出) 

●決勝戦を除き０ポイント同点の場合は再戦を行わない。(両チーム共に勝ち上がりができない）なお､１ポイント以

上獲得している対戦チーム間での同点の場合は、勝ち上がりが決定するまで再戦を行う。

　ゲーム終了後、著しく競技犬の捕獲が困難となり、ゲームの進行を妨げた場合、以降の参加をリード装着可

能のカテゴリーとし、再教育をした後に公式戦の参加を認めるものとする。
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6

オープンコート使用競技

ディスタンス競技ルール

● 開催競技 
　・ユースオープン大会
　・シニアドッグ大会 （７歳以上の競技犬対象）
　・ペア大会
　・スリーマンオープン大会 （アトラクション競技）
 

● ポイントエリア 

● 競技ルール
●ペア大会･スリーマンオープン大会を除き、スローイング方向は第１ラウ

ンドと第２ラウンドは逆方向から行う。尚､第１ラウンドのスローイン

グ方向並びに決勝ラウンドのスローイング方向はコイントスにより決定

する。  

●選手、競技犬の他に１名までスタートライン後方内に限り入ることは出

来るが、競技中にフリスビーや犬に触れる事は出来ない。

●リードをつけての競技可能。ただし、脱走や取り押さえがきかない場合

のみの使用とし、ポイント確定前にリードに触れた場合は、そのスロー

は無効となる｡（犬の体や首輪は手を触れてもかまわない） 

●スタート第１投目は必ずスタートライン９ｍコーン間内より犬が出て行

かなければならない｡（コーン外から犬がスタートした場合、再度スロ

ーイングエリア内に犬を呼び戻してのスローは有効）なお、２投目以降

は９ｍコーン間外から犬が出て行ってもかまわない。  

●シニアドッグ大会（注1）を除く全ての競技において、キャッチ後犬がフリスビーを咥えスタートライン上９ｍコーン間

を越えてスローイングエリアに戻った段階､もしくは、手前でフリスビーを犬が落とした場合（注2）に､スローイングエ

リア内に投げ手の手が触れることなく入り､尚且つ犬もスローイングエリアに４本足が全て戻ってきた段階（注3）で

ポイント確定となる。

  

●ノーキャッチの場合、又は、場外へ出たフリスビーは触っても良い。  

●２投目以降、スロー前に必ず、犬がスタートライン９ｍコーン間内よりスローイングエリアに入らなければならず､

そのまま次投した場合、そのスローは無効となる。ただし、スロー前であれば、犬を９ｍコーン間内よりスローイ

ングエリア内に戻してからスローすれば有効、また、９ｍコーン間外よりスローイングエリア内に入った場合は、

スローイングエリアに入った地点から一旦外に出て、再び９ｍコーン間よりスローイングエリア内に戻してからの

スローは有効となる｡ 

●キャッチ後、ポイント確定前にフリスビーに触れる事はファールとみなされ得点とはならない。 

●競技には、使用フリスビー（交換用含む）以外、犬を呼び寄せるモノ（フード類・玩具類など）を持ち込んではな

らない。（犬笛は指笛・口笛とみなし可）

スタート～15ｍ未満

15.0ｍ～22.5ｍ未満

22.5ｍ～30.0ｍ未満

30.0ｍ～37.5ｍ未満

37.5ｍ～45.0ｍ未満

45.0ｍ～52.5ｍ未満

52.5ｍ以上 

０ ポイント

１／２ ポイント

３／４ ポイント

５／６ ポイント

７／８ ポイント

９／10 ポイント

０ポイント（場外）

奇数得点は通常（ランニング）キャッチでの得点を表すが、ジャンピングキャッ
チを行った場合は、それぞれのエリア毎に１得点が加算され偶数得点とする。
すなわち３得点エリアでのジャンピングキャッチは４得点。最長エリアでのジャ
ンピングキャッチは10得点となる。

注１）シニアドッグ大会においては、キャッチ後犬がフリスビーを咥え7.5ｍラインを越えた時点でポイント確定とする。 
注２）フリスビーがスローイングエリア内に転がって入る、ライン上又は手前で犬が停止しフリスビーのみをスローイングエ
　　　リア内に落とす、など。 
注３）フリスビーがスローイングエリア内に戻っている場合でも、スローイングエリア内に犬の４本足が全て入り戻る前に､
　　　投げ手がフリスビーに触れるとファールとなり、そのスローは無効となる

20.0m20.0m20.0m

9.0m9.0m9.0m

5.0m5.0m5.0m

5.0m5.0m5.0m

52.5m52.5m

45.0m45.0m

37.5m37.5m

30.0m30.0m

22.5m22.5m

15.0m15.0m

7.5m7.5m

0m0m

52.5m

45.0m

37.5m

30.0m

22.5m

15.0m

7.5m

0m
スローイング

エリア

Zone5
（9-10Points）

Zone4
（7-8Points）

Zone3
（5-6Points）

Zone2
（3-4Points）

Zone1
（1-2Points）

0 Point
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●ユースオープン大会は競技時間60秒。全チームでの２ラウンド制。決勝１ラウンド（５チーム）にて行う。

●決勝ラウンド進出チームは予選2ラウンドの合計獲得得点により決定する。エントリー15チーム以上は決勝枠5チー

ム。参加エントリー10～14チームは決勝枠3チーム。9チーム以下は決勝は行わない。

●決勝進出最下位ポイント（いわゆる決勝ボーダーライン）重複の場合は全てのチームが決勝進出とする。

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●シニアドッグ大会は、７歳以上の競技犬を対象とする。 

●競技時間は60秒。全チームでの２ラウンド制。

●シニアドッグ大会においては、キャッチ後犬がフリスビーを咥え7.5ｍラインを越えた時点でポイント確定とする。  

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●ペア大会は競技時間90秒、１ラウンド制。 

●人もしくは犬が１大会に重複エントリーのある場合は、重複したチームが入賞内であっても、上位１チームのみが

表彰対象となり、下位の重複しないチームが繰り上がり入賞となる。ファイナルポイントに関しては通常に加算さ

れる。 

●ペアは大人と子供。男女。子供と子供。女性同士とする。 

●子供は小学生以下とする。 

●第1投目は、女性もしくは子供から投げなければならない。 

●次投プレイヤーが犬からフリスビーを受け取らなければならない。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●当日受付で開催するアトラクション競技。

●スリーマンオープン大会（アトラクション競技）は、３名３頭（3チーム）で１チームを組み行うリレー競技｡フリ

スビーディスクをバトンとし、競技時間２分15秒（45秒×３名）で行う｡ 

●各チーム１名以上は女性もしくは子供（小学生以下）を入れる。但し、子供もしくは女性ばかり３名の場合はチャ

レンジコート採点方式が適用され、ハンディキャップを設ける。  

●１ラウンド制で実施。３チームの合計獲得得点で順位を決定する。  

●バトンタッチは前投者から次投者へ必ず手渡しで行い、前投者は直ちに自分の組んだ競技犬を係留しなくてはなら

ない。 

●競技中以外の犬が、他ペアの競技中に乱入した場合、ファールとして乱入したペアの獲得得点が半分となる｡ （０ポ

イントの場合は０ポイントのまま）  

●競技中に糞尿行為のあった場合はその段階で失格とならないが、タイマーは止めない。但し、プレイヤーは糞の処

理をしてからプレーを続行すること。 

7
▲ジャパンファイナル2007 ユースオープンの部　決勝ラウンド進出者
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8

チャレンジコート使用競技

ディスタンス競技ルール

20.0m20.0m20.0m

9.0m9.0m9.0m

5.0m5.0m5.0m

5.0m5.0m5.0m

52.5m52.5m

45.0m45.0m

37.5m37.5m

30.0m30.0m

22.5m22.5m

15.0m15.0m

7.5m7.5m

0m0m

52.5m

37.5m

30.0m

22.5m

15.0m

7.5m

0m

（45.0m）

スローイング
エリア

Zone5
（9-10Points）

Zone4
（7-8Points）

Zone3
（5-6Points）

Zone2
（3-4Points）

Zone1
（1-2Points）

0 Points

スタート～7.5ｍ未満

7.5m～15.0m未満

15.0ｍ～22.5ｍ未満

22.5ｍ～30.0ｍ未満

30.0ｍ～37.5ｍ未満

37.5ｍ～45.0mないし52.5ｍ未満

45.0ｍないし52.5ｍ以上 

０ ポイント

１／２ ポイント

３／４ ポイント

５／６ ポイント

７／８ ポイント

９／10 ポイント

０ポイント（場外）

奇数得点は通常（ランニング）キャッチでの得点を表すが、ジャンピングキャッ
チを行った場合は、それぞれのエリア毎に１得点が加算され偶数得点とする。
すなわち３得点エリアでのジャンピングキャッチは４得点。最長エリアでのジャ
ンピングキャッチは10得点となる。

注１）フリスビーがスローイングエリア内に転がって入る、ライン上又は手前で犬が停止しフリスビーのみをスローイングエ
　　　リア内に落とす、など。 
注２）フリスビーがスローイングエリア内に戻っている場合でも、スローイングエリア内に犬の４本足が全て入り戻る前に、
　　　投げ手がフリスビーに触れるとファールとなり、そのスローは無効となる。

● 開催競技 
　・小型犬大会
　・チャレンジ大会
 

● ポイントエリア 

● 競技ルール 
●各ラウンドのスローイング方向はジャッジ判断により決定する。 

●選手・競技犬の他に1名までスローイングエリア内に入る事は出来るが､
競技中にフリスビー（ディスク・ボールを含む。）や犬に触れる事、ス
ローイングエリア外のインフィールドに入ることは出来ない。但し、競
技前・競技後で犬を静止・係留する目的で触れる事は認める。

●リードをつけての競技可能。ただし、脱走や取り押さえがきかない場合

のみの使用とし、ポイント確定前にリードに触れた場合は、そのスロー

は無効となる｡（犬の体や首輪は手を触れてもかまわない）

●競技には、使用フリスビー（交換用含む）以外、犬を呼び寄せるモノ（フー

ド類・玩具類など）を持ち込んではならない｡（犬笛は指笛・口笛とみな

し可）   

●スタート第１投目は必ずスタートライン９ｍコーン間内より犬が出て行

かなければならない｡（コーン外から犬がスタートした場合、再度スロー

イングエリア内に犬を呼び戻してのスローは有効）なお、２投目以降は

９ｍコーン間外から犬が出て行ってもかまわない。 

●キャッチ後犬がフリスビーを咥えスタートライン上９ｍコーン間を越えてスローイングエリアに戻った段階､もしく

は、手前でフリスビーを犬が落とした場合（注1）に、スローイングエリア内に投げ手の手が触れることなく入り、尚且

つ犬もスローイングエリアに４本足が全て戻ってきた段階（注2）でポイント確定となる。

  

●ノーキャッチの場合、又は、場外へ出たフリスビーは触っても良い。  

●２投目以降、スロー前に必ず、犬がスタートライン９ｍコーン間内よりスローイングエリアに入らなければならず､

そのまま次投した場合、そのスローは無効となる。ただし、スロー前であれば、犬を９ｍコーン間内よりスローイ

ングエリア内に戻してからスローすれば有効、また、９ｍコーン間外よりスローイングエリア内に入った場合は、

スローイングエリアに入った地点から一旦外に出て、再び９ｍコーン間よりスローイングエリア内に戻してからの

スローは有効となる｡ 

●キャッチ後、ポイント確定前にフリスビーに触れる事はファールとみなされ得点とはならない。 

 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●小型犬大会、チャレンジ大会は60秒、全チームでの２ラウンド制。（決勝ラウンドは行わない）
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ビギナーコート使用競技

ディスタンス競技ルール

9

● 開催競技 
　・レトリーブ大会
　　（2009年度､「ビギナー大会」より名称変更。競技ルールは変更なし｡）

　・こども大会（小学生以下対象）

 ● ポイントエリア 

● 競技ルール 
●各ラウンドのスローイング方向はジャッジ判断により決定する。 

●選手・競技犬の他に1名までスローイングエリア内に入る事は出来るが､

競技中にフリスビー（ディスク・ボールを含む。）や犬に触れる事、ス

ローイングエリア外のインフィールドに入ることは出来ない。但し、競

技前・競技後で犬を静止・係留する目的で触れる事は認める。

●リードをつけての競技可能。ただし、脱走や取り押さえがきかない場合

のみの使用とし、ポイント確定前にリードに触れた場合は、そのスロー

は無効となる｡（犬の体や首輪は手を触れてもかまわない）  

●スタート第１投目は必ずスタートライン９ｍコーン間内より犬が出て行

かなければならない｡（コーン外から犬がスタートした場合、再度スロー

イングエリア内に犬を呼び戻してのスローは有効）なお、２投目以降は

９ｍコーン間外から犬が出て行ってもかまわない。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●スタートライン上９ｍコーン間を越えてスローイングエリアに戻った段階､も

しくは、手前でディスクを犬が落とした場合（注1）に、スローイングエリア内に投げ手の手が触れることなく入り、尚且つ犬も

スローイングエリアに４本足が全て戻ってきた段階（注2）でポイント確定となる。 ただし、レトリーブ大会では、9ｍコーンを

廃止し、スタートラン後方全体をスローイングエリアとし、コーン外でもスタートラインを越えた時点でポイント確定とする。 

 

●２投目以降、スロー前に必ず、犬がスタートライン９ｍコーン間内よりスローイングエリアに入らなければならず､

そのまま次投した場合、そのスローは無効となる。ただし、スロー前であれば、犬を９ｍコーン間内よりスローイ

ングエリア内に戻してからスローすれば有効、また、９ｍコーン間外よりスローイングエリア内に入った場合は、

スローイングエリアに入った地点から一旦外に出て、再び９ｍコーン間よりスローイングエリア内に戻してからの

スローは有効となる｡ 
●キャッチ後、ポイント確定前にフリスビー（ディスクを含む）に故意に触れる（手・足など問わず）事はファール

とみなされ得点とはならない。  

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●こども大会は小学生以下を対象とし、1ラウンド60秒、全チームでの２ラウンド制｡ 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●レトリーブ大会は、1ラウンド60秒、全チームでの２ラウンド制。

●レトリーブ大会は、フリスビーディスク以外の使用も可能（持ち込みのディスク、布製のディスク等）。空中キャッ

チできなくても持って帰れば奇数ポイント、空中キャッチしたものは偶数ポイントとなる。

  

スタート～7.5ｍ未満

7.5m～15.0m未満

15.0ｍ～22.5ｍ未満

22.5ｍ～30.0ｍ未満

30.0ｍ～45.0mないし52.5ｍ未満

45.0ｍないし52.5ｍ以上 

１／２ ポイント

３／４ ポイント

５／６ ポイント

７／８ ポイント

９／10 ポイント

０ポイント（場外）

奇数得点は通常（ランニング）キャッチでの得点を表すが、ジャンピングキャッ
チを行った場合は、それぞれのエリア毎に１得点が加算され偶数得点とする。
すなわち３得点エリアでのジャンピングキャッチは４得点。最長エリアでのジャ
ンピングキャッチは10得点となる。
また、ビギナー大会に於いては、空中キャッチできなくても持って帰れば奇数
ポイント、空中キャッチしたものを持って帰れば偶数ポイントとする。

注１）ディスクがスローイングエリア内に転がって入る、ライン上又は手前で犬が停止しディスクのみをスローイングエリア
　　　内に落とす、など。 
注２）ディスクがスローイングエリア内に戻っている場合でも、スローイングエリア内に犬の４本足が全て入り戻る前に、投
　　　げ手がディスクに触れるとファールとなり、そのスローは無効となる。

20.0m20.0m20.0m

9.0m9.0m9.0m

5.0m5.0m5.0m

5.0m5.0m5.0m

52.5m52.5m

45.0m45.0m

37.5m37.5m

30.0m30.0m

22.5m22.5m

15.0m15.0m

7.5m7.5m

0m0m

52.5m

30.0m

22.5m

15.0m

7.5m

0m

（45.0m）

スローイング
エリア

Zone5
（9-10Points）

Zone4
（7-8Points）

Zone3
（5-6Points）

Zone2
（3-4Points）

Zone1
（1-2Points）
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20.0m

9.0m

5.0m

5.0m

52.5m

45.0m

37.5m

30.0m

22.5m

15.0m

7.5m

0m
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ディスタンス競技ルール

1010

● クラス分け
　・オープンクラス（OP.CLASS）

　　… 体高･体重などの制限なしの無差別級
　・小型スタンダードクラス（SD.CLASS）

　　…体高40cm以下の成犬もしくは子犬
・スーパーミニクラス（SS.CLASS）

　　　…体高25cm以下、もしくは、体重７kg未満の成犬もし
　　　くは子犬

　
※子犬の場合は、規定体高・体重を超えた時点で出場できなくなります。
※各クラスともリードの使用は可能とするが、使用する場合はリードを使用する
際の規定に準じます。（下記参照）

※体高とは、首の付け根（背側）までの高さをいいます。
 
● ポイントエリア
 

● 全チームでの60秒2ラウンド制。2ラウンドの合計ポイントで上位を決定。

●スタートライン上中央部分の9メートルコーン間より投げ、犬もその間からスタートする。

●持ち帰りは、投げ手が故意的に触れることなく犬がボールをくわえた状態で9メートルコーン間よりスローイングエ
リアに四本足が全て戻ってきた段階で得点獲得とする。投げ手が故意的に触れることなく手前で犬がボールを離し
転がり入る場合も9メートルコーン間であり、尚且つ9メートルコーン間よりスローイングエリアに犬の四本足が全
て戻ってきた段階で得点獲得とする。9ｍコーン間外よりスローイングエリアへ戻った場合は、どの位置からでもか
まわないので一度インフィールド（1-2ポイントゾーン）へ犬を誘導（この場合も犬の４本足全てがインフィールド
へ入るように誘導する｡）し、再び9ｍコーン間よりスローイングエリアへボールと犬の四本足全てを戻し直せば得
点獲得となる。但し、例外として場外に出たボールを犬が持ち帰る場合など、入退場口から戻る、もしくはスロー
イングエリア後方（エンド）よりスローイングエリアに戻ってきた場合のみ、９ｍコーン間への戻し直しの必要なく､
コーン外回りままで次投有効とする。

●持ち帰りに失敗した場合でも､次投を行うには一旦スローイングエリアに犬を戻さなければならない。2投目以降は､
9メートルコーン間の外を回って犬がスタートしてもかまわない。

●ポイント確定前に投者がボールに故意に触れた場合（手・足など問わない）ファールとみなされ得点にはならない｡ 

●競技中に糞尿行為のあった場合はその段階で失格となるが、それまでに獲得した得点は有効となる。

●リードを使用する場合は、脱走や取り押さえがきかない場合のみの使用とし、ポイント確定前にリードに触れた場
合は、その得点は無効となる。 犬の誘導時に、犬の体・首輪（カラー）に触れることは可能とする。但し、ノーキ
ャッチの場合及び場外へ出たボール・リードは触っても良い。

●各クラスにおける体高・体重制限は、エントリー時点で自己申告といたしますが、ご不明な方は会場にて計測機を
用意していますので、ご自身で計測し、参加クラスを決定して下さい。なお、入賞順位決定後計測する場合もあり
ます。その後、サイズオーバーがあった場合は入賞資格を失い、順位の繰り上がり処置を行う。

 

9.0m9.0m9.0m

5.0m5.0m5.0m

37.5m37.5m

30.0m30.0m

22.5m22.5m

15.0m15.0m

7.5m7.5m

0m0m

37.5m

30.0m

22.5m

15.0m

7.5m

0m
スローイング

エリア

Zone5
（9-10Points）

Zone4
（7-8Points）

Zone3
（5-6Points）

Zone2
（3-4Points）

Zone1
（1-2Points）

スタート～7.5ｍ未満

7.5m～15.0m未満

15.0ｍ～22.5ｍ未満

22.5ｍ～30.0ｍ未満

30.0ｍ～37.5ｍ未満

37.5ｍ以上 

１ポイント

３ポイント

５ポイント

７ポイント

９ポイント

０ポイント（場外）

ボールが37.5ｍ以上を超えた場合やコートサイドから出た場合は、アウトとしノ
ーポイントとなる。
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　ディスタンス競技におけるファール

■ スローイングが無効となるもの ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

●フットフォルト　 

・競技中に於いてスローイングの際にスタートラインに触れたり又は踏んだ場合、もしくはスタートラインよりはみ

出した場合、そのスローイングは無効となる。 

・同様に９mのスローイングエリア外からのスローイングも無効となる。

 ●ハンドリング 

・シニアドッグ大会を除く全ての競技は、キャッチ後犬がフリスビーを咥えスタートライン上９ｍコーン間を越えて

スローイングエリアに戻った段階､もしくは、手前でフリスビーを犬が落とした場合（注1）に、スローイングエリ

ア内に投げ手が触れることなく入り、尚且つ犬もスローイングエリアに４本足が全て戻ってきた段階（注2）でポイ

ント確定となる。

・犬の四本足が完全に、スタートラインを超えて戻りきる前に、フリスビーに故意に触ると（手・足など問わず）「ハ

ンドリング」となり、そのスローは無効となる。

・フリスビーが完全に、スタートラインを超えて戻りきる前に、リード（リード使用時）に触ると「ハンドリング」

となり、そのスローは無効となる。

 

●ドッグファール 

・レディーゴー（競技開始）の合図の前に犬がスタートラインを超えていた場合、そのスローイングは無効となる。

但し、犬を一旦スタートライン内に戻してからのスローイングは有効となる。 

・レディーゴー（競技開始）の合図の後、１投目に犬が９mコーン間外（コーン外回り）よりスタートをした場合、

その後キャッチをしてもそのスローは無効となる。但し、犬を一旦スローイングエリア内に戻し、９mコーン間よ

り犬がスタートをした場合のスローイングは有効となる。 

・スローイングの前に、犬の四本足が完全に９mコーン間のスタートラインを越えてスローイングラインに戻らない

と、次のスローイングが無効となる。

　※犬の四本足が、完全にスタートライン内に戻らない状態でスローイングした場合、前投は「ハンドリング｣、次投

は「ドッグファール」となり、両方のスローが無効となる。

　※シニアドッグ大会の場合、7.5ｍラインでポイントが確定しますが、その後、9ｍコーン間より犬の四本足がスター

トラインを超えてスローイングエリア内に戻りきらないままスローイングすると、次投が無効となる。

 

■ 競技が打ち切りとなるもの ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

●タイムアウト

・競技中にフリスビーを取りに行く目的以外に犬が10カウント以上フィールド外に出た場合（場外脱走）失格となる

がそれまで獲得した得点は有効となる。脱走時の得点は認められない。尚、10カウントはジャッジの判断でおこな

う。

・同ラウンド2回以上の場外脱走があった場合はその段階で競技終了となる｡（失格）

●糞尿行為

・競技中に糞尿行為のあった場合はその段階で競技打切となる。但し、それまでに獲得した得点は有効となる｡

・糞尿行為とは、出た・出ないではなく、行為に入った段階とする。

注１）フリスビーがスローイングエリア内に転がって入る、ライン上又は手前で犬が停止しフリスビーのみをスローイングエ
　　　リア内に落とす、など。 

注２）フリスビーがスローイングエリア内に戻っている場合でも、スローイングエリア内に犬の４本足が全て入り戻る前に､
　　　投げ手がフリスビーに触れるとファールとなり、そのスローは無効となる
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公式フリーフライト選手権

フリーフライト競技ルール

● 競技方法
●ファーストステージは、120秒のショートプログラム（規定演技） 

●セカンドステージは、120秒のフリープログラム（自由演技）

●ファーストステージ、セカンドステージの合計得点により順位を決定する。

●ファーストバックフリスビーまたはＭサイズドッグディスク５～７枚使用 （ステージごとの枚数の変更は可能）

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●ミュージックスタートと同時に120秒のカウントダウンタイマースタート。アナウンスは､「30秒前｣「15秒前｣「終

了」のみコールする。

●競技時間は100秒以上120秒以内。ただし、時間を残して演技を終了する場合は、ジャッジにわかるようにファイナ

ルポジションを取ること。

●ジャッジから完全に見えない位置のプレーは、キャッチの成否が判断できない場合ノーカウントとなる場合がある｡

●同ポイントの際の順位決定は、セカンドステージの得点⇒テクニカルスキルの得点⇒ファーストステージの得点⇒

ファーストステージのパーフェクションの得点の順で順位を決定する。

●コート内に入れるのは、選手と競技犬のみとする。

●競技には、使用フリスビー（交換用含む）以外、犬を呼び寄せるモノ（フード類・玩具類など）を持ち込んではな

らない（犬笛は指笛・口笛とみなし可）。また、競技中のリードの使用は禁止する。  

●競技中に糞尿行為があった場合、失格とはならない。ただし、タイマーは止めず、プレイヤーは糞の処理をしてか

らプレーを続行する。

 

●ファーストステージ 【SHORT PROGRAM／ショートプログラム】（規定演技） 

　120秒の規定演技。5つの規定項目並びに各規定数をルーチンの中に組み込んで演技し、完成度や流れのあるコンビ

ネーション、アピール性のあるショーマンシップ、リーピング、キャッチポイントを採点項目として得点を算出する｡

《採点方法》 

●ＪＦＡ独自の採点基準により２名のジャッジにて、パーフェクション（完成度）・リーピング（飛び跳ね）・コン

ビネーション（トリックの組合せ演出表現力）・ショーマンシップ（総合的な演出力・独創性）キャッチポイント

の5項目を採点。

　・パーフェクション・コンビネーション・ショーマンシップ・キャッチポイントを１名で採点

　・リーピング・キャッチポイントを１名で採点。

《５つの規定項目》 

①Throuwing（スローイング） ： 規定数４

・15メートル以上のスローイング状態と犬のチャッチ体勢を採点。

・テクニカルスローを行った場合は高得点になる｡（バックハンドスローの場合は、犬のキャッチング体勢により評

価Ｂもしくは評価Ｃ）

・ディスクが犬の進行方向前方にあり、安全なジャンピングキャッチが見られることが望ましい。

・地面スレスレのキャッチや犬がディスクを待ち受けてのキャッチなどは加点が低くなる。

②Multiple（マルチプル） ： 規定数5枚/1トリック(1トリック成功時に規定数完了)

・手に持った5枚以上の競技用ディスクを使ったマルチプル（間をおき過ぎない連続技）の完成度とスピードを採す

る。

・スピードの基準は5枚で4秒を評価Ｂとし、それ以上は評価Ａ。それ以下は評価Ｃとする。

・規定数５枚のうち1枚でもノーキャッチの場合はマルチプル成功とならない。但し、規定外スローイングとしてカウ

ントし、キャッチポイントに加算する。

③Flip(フリップ) ： 規定数4

・フロント・バック問わない。

・犬のフリップ時の回転で判定して採点する。およそ170度以下の回転はフリップとみなさず、およそ170～200度を

評価Ｃ、およそ330度以上を評価Ａ、ＣとＡの領域以外のものを評価Ｂとする。

④Over(オーバー) ： 規定数4

・人の体の一部を飛び越すトリックをオーバーとする。

・オーバーすべてに対して規定項目とし、トスの状態・人の体勢・犬の跳躍力・犬の着地の体勢を判定基準にして

採点する。

　注）レッグオーバーなどで、犬が飛び越す前に足を下げてしまう場合や、人の体の一部を犬が通過していない場

合はオーバーとみなさない。
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⑤Vaulting(ボルト) ： 規定数3

・人の体を犬が踏み台としておこなうトリックをボルトとする。

・トスの状態・人の体勢・犬の踏み切りから空中姿勢・着地までの体勢を判定基準にして採点する。

・ボルトにバタフライなどを加えた複合プレーは、成功した場合コンビネーションポイントが加点される。

《採点基準》 

●パーフェクション（完成度）：規定演技・投数条件（5項目合計20投）クリアをもとに、各規定演技の各技の完成度

を評価する｡（スロー精度・トスの正確性・ディスクの飛行状態・ディスクと犬との距離・犬の高さや幅などの跳躍

力・犬のキャッチ体勢および犬の着地体勢など）

●リーピング（犬自身の飛び・跳ねなど。文章中ではジャンプという言葉で表現）：犬の種類のサイズなどを考慮した

上で、ジャンプ時の高さ、幅などの跳躍力を評価する（競技者の体を踏み台にしてのトリックは審査対象外となる）。

なお、リーピングについては規定項目に関係なく、すべてのトリックについて審査する。

●コンビネーション：ディスクを使用したトリックをおこなっているときの演技の独創性、テンポやリズム、スムー

ズな演出効果などについて審査する。

●ショーマンシップ：総合的な演出効果（選曲や衣装、ディスクを使わないときの犬との演技）、およびフィールドコ

ントロール・ファイナルポジション（演技終了時）を考慮し全体的な印象で評価する。

●キャッチポイント：成功投数から全投数を割ることによりキャッチ率を算出し、キャッチポイントとして加算する｡

　※注意　全投数が20投に満たない場合は、ショーマンシップにおいて減点対象となる。

《注意事項》

 各チームが競技に使用するミュージックについて

※ 各競技者が独自に選択し、ＣＤに限り使用とする。

※ ＣＤには、名前・愛犬名・使用音楽のNo,をあらかじめ記載すること。

※ コピーＣＤについては、受付後に再生可能か本部にて事前チェックを受けること。

●セカンドステージ 【FREE PROGRAM／フリープログラム】（自由演技） 

　　120秒の自由演技。 ファーストステージと違い、規定項目や規定数の制限はない。

《採点方法》 

●JFA独自の採点基準により2名のジャッジにて、テクニカルスキル（難易度と完成度の総合）・リーピング（飛び跳

ね）・コンビネーション（トリックの組合せ演出表現力）・ショーマンシップ（総合的な演出力・独創性）・キャッチ

ポイント（キャッチ率）の5項目を採点。

　・テクニカルスキル・コンビネーション・ショーマンシップ・キャッチポイントを１名で採点。

　・リーピング・キャッチポイントを１名で採点。

《採点基準》 

◇テクニカルスキル（ディフィカルティとパーフェクションの総合）

・ディフィカルティ（難易度）：犬の種類・サイズなどを考慮した上で、各技の難易度を評価する。

　・パーフェクション（完成度）：演技の技の完成度を評価する。（スロー精度・トスの正確性・ディスクの飛行状態

・ディスクと犬との距離・犬の高さや幅などの跳躍力・犬のキャッチ体勢および着

地体勢など）

◇リーピング（犬自身の飛び・跳ねなど、文章中ではジャンプという言葉で表現）

　犬の種類のサイズなどを考慮した上で、ジャンプ時の高さ、幅などの跳躍力を評価する。（競技者の体を踏み台に

してのトリックは審査対象外となります。）なお、リーピングについては規定項目に関係なく、すべてのトリック

について審査する。

◇コンビネーション

　ディスクを使用したトリックをおこなっているときの演技の独創性、テンポやリズム、スムーズな演出効果などに

ついて審査する。

◇ショーマンシップ

　総合的な演出効果（選曲や衣装、ディスクを使わないときの犬との演技）、およびフィールドコントロール・ファ

イナルポジション（演技終了時）を考慮し全体的な印象で評価する。

◇キャッチポイント

　成功投数から全投数を割ることによりキャッチ率を算出し、キャッチポイントとして加算する。

規定演技に関しては、日本フリスビードッグ協会発売の「犬といっしょにフリスビーであそぼう!｣ （定価1,890円）を
テキストとしてご使用ください。 
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パフォーマンスフリー

フリーフライト競技

ロングディスタンス記録会

ロングディスタンス競技

● 競技方法
●90秒の１ステージ制。 

●ミュージックスタート同時に90秒のタイム計測する。

●音楽ＣＤは各チームで用意のこと。 

●人と犬とのユーモラスなコミュニケーションを表現し、一番素晴らしい演技とパフォーマンス性（衣装・音楽etc）

が高かったチームが優勝。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

●競技に於いてはフリスビーを使用しなくてもよい｡（危険物および鳴り物以外のおもちゃ類・小道具持ち込み可能） 

●JFA独自の採点基準により､３名のジャッジにて下記の３項目を採点する。

　・完成度

　・オリジナリティー（独創性・表現力）

　・コミュニケーション（チームワーク）

　・各項目を10点満点とし、合計得点の高いチームが上位となる。

●競技中に糞尿行為があった場合は失格とならないが、タイマーは止めない。但し、プレイヤーは糞の処理をしてか

らプレーを続行すること。 

●コート内に入れるのは、選手と競技犬のみとする。

● 競技方法
●90秒1ラウンド制。（最長距離のみ計測を行う）

●会場の都合により異なるケースがあるが、スタートは基本的に風上からとする。コース扇型に左右均等に開けるよ

うに設定をする。コース設定によってはこの限りではない。  

●スタートラインの幅は５ｍとし、スローイングエリアのバックヤードは最低１０ｍを確保する。 

●計測はスローイングをした投者の体の前方スタートライン上から、キャッチ時の地面に着地したフリスビーディス

クに近い前足までとする。  

★競技犬がフリスビーディスクを1度でも弾いた場合、その後キャッチをしても無効となり記録にはならない。 

●制限時間内であれば、何投でも行える。  

●競技には、使用フリスビー（交換用含む）以外、犬を呼び寄せるモノ（フード類・玩具類など）を持ち込んではな

らない。（犬笛は指笛・口笛とみなし可）また、競技中のリードの使用は禁止する。  

●競技中に糞尿行為のあった場合はその段階で失格とならないが、タイマーは止めない。但し、プレイヤーは糞の処

理をしてからプレーを続行すること。  

●選手と競技犬以外に補助約として1名まで認めるが、フリスビーに触れる事は出来ない。  
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当協会が推奨するプレミアムフードです｡
JFA会員様には、会員価格で販売中。お申込は、協会本部まで！
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〒950-0993　新潟県新潟市上所中2丁目1番6号  

q025-280-1256   w025-280-1257

ohttp://www.frisbeedog.co.jp


